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研究成果の概要（和文）： 

 実験心理学の古典的実験機器及び関連史料の調査研究を通じて、それらの効果的な活用方法
を確立することを試みた。web 上で閲覧可能な心理学ミュージアムの公開を目指し、国立情報
学研究所が開発している WEKO によるデータベースシステムを構築し、デジタルデータ及びメタ
データを組み込んだ。この一連の作業により、実験機器と関連資料によるデータベースを作成
することができた。また、このデータベースと実験機器を学会イベント等で展示することで、
本研究活動の周知化と心理学における学術データベースを作成する上での問題点や改善点を明
確化することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We attempt to establish effective methods of utilization of the classical instruments and 

related historical sources about experimental psychology through investigative research on 

them. We assembled a database system on the classical instruments of experimental 

psychology by the use of WEKO developed by The National Institute of Informatics, and we 

input archived data and meta data to the database, for publishing psychological museum 

on the web based on this database. In addition, we identified the problems and 

improvements on construction for an academic database on psychology due to exhibit of 

this database and the instruments of experimental psychology at some academic 

conferences. 
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１．研究開始当初の背景 

 心理学は，科学としての歩みを始めて１０
０年余，実験心理学に隣接する自然科学と

種々の技術の飛躍的進歩と共に研究を進展
させてきた。しかし，心理学の歴史を支えて
きた古典的実験機器及び関連史料の重要性
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への認識は諸外国に比べ極めて低く，保存活
動や制度化は著しく遅れており，公開方法に
関する研究も皆無であった。これまで，本研
究協力者でもある西川らによる心理学史研
究の展開と調査研究１）２），辻らによる国内実
験機器及び関連史料の調査研究 3)が行われ，
心理学史に関する研究が心理学の新しい発
展へつながることが示されてきた。古典的実
験機器は，ただ骨董品的な価値を有するので
はなく，心理学が展開する過程で先人達がど
のような事実を発見しようと実験を繰り返
したのか，その探求の実像を示す証拠となる。
古典的実験機器の研究は，自然科学としての
心理学がもつ学術的資産が，いかに各時代の
新しい人間観と切り結んで蓄積されてきた
かを明らかにしている。また，実験の様子や
研究対象となった現象を示す貴重な映像も
発見され，古典的実験機器や関連史料を扱う
研究の重要性が再認識された。 

 このような背景で，平成 19 年～20 年度
に基盤研究（B）（一般）「実験心理学におけ
る古典的実験機器のアーカイブ化とその活
用」が採択され，日本を代表する 30 名近い
基礎心理学の研究分担者及び研究協力者の
もと，国内研究機関における実験機器保管状
況の調査研究を行い，機器と史資料の有効な
活用方法を討議し，多くの新しい知見を得て
きた。 

 心理学史に関するこれまでの関連調査研
究過程で，国内の実験機器と関連資料の実物
を収集できた。ここで得られた貴重な資料と
機器は，使用された当時の状態を維持して後
世に伝えるため広く公開される必要がある。
しかしその研究目的に反して，公開活動によ
って却って資料の傷みや機器の劣化・破損が
進行してしまう問題がある。この問題を解決
するため，世界的な博物館や美術館では所蔵
作品のデジタルアーカイブ化を行っている。
そこで平成 19 年～20 年度には，資料の活用
のためにデジタルアーカイブ化を行い，効率
的なデータ保管方法を提案した。 

 

２．研究の目的 

 これまでの活動を基にデジタルアーカイ
ブ化された資料は，それだけでは未だ十分な
意味を持たない。アーカイブデータは，優れ
たデータ検索システムに組み込まれ，必要に
応じて検索され，ときには複数のデータの関
連性を見いだすことができてこそ有効に活
用され得る。また，膨大なアーカイブから有
効な史料を適切に検索するには，個々の史料
に付随する史料収集の経緯に関する情報や
機器使用方法の情報など，データ間の関連性
を見出すためのメタデータの作成が重要と
なる。 

 本研究活動では，メタデータに関する情報
収集及びデジタルデータベースの構築を行

い，有用な心理学データベースを作成・公開
することを目的とした（図１）。 

 

３．研究の方法 

 本研究では第１に，メタデータに基づく検
索システムを備えたデータベースの構築を
行った。また，古典的実験機器・資料に関す
る調査を継続してアーカイブデータの拡充
を図り，豊富なメタデータを追加するための
情報収集を行った。 
 第 2 に，アーカイブデータの効果的な公開
方法を検討した。実践的にデータベースの有
効性を検討するため，インターネットを通じ
て資料閲覧を可能にするデータベースを中
心とした web ミュージアムの公開を行い，利
用状況を精査し，随時改良を加えた。また，
本研究活動の周知化を目的として実験心理
学関連の学会イベント等で機器や webミュー
ジアムの展示を行った（図 2）。 
 
４．研究成果 
(1)メタデータ及びアーカイブデータの収集 
 既にあった実験機器のアーカイブデータ
について，その機器の使用目的や制作年，保
管機関等の検索用のメタデータを追加した。
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図１  本研究の背景と目的 



加えて，新たなアーカイブデータの追加を行
った。特に，竹井機器工業に保管されていた
試作品の写真やカタログ等の写真をはじめ，
2000 点近くの機器のデータを追加した。また，
機器の動態データを組み込むため，機器の動
作模型を作成し，その動作の撮影を行った。 

 
(2)データベースの構築 
収集したアーカイブデータ及びメタデータ
について，国立情報研究所が開発している
WEKO によるデータベースシステムを用いて
データベースを構築した。また，作成したデ
ータベースを組み込んだ web ミュージアムを
インターネット上で一般公開した（図３ 実
験 心 理 学 ミ ュ ー ジ ア ム ； 
http://mep.i.hosei.ac.jp/)。このホームペ
ージでは，トップページからデジタル・アー
カイブのページに移動し，キーワード検索に
よる実験機器データの検索及び閲覧が可能
である。個別の機器のページではメタデータ
の一覧が表示され，クリックを行うことで機
器の外観写真を閲覧できる。また，一部機器

データでは外観写真に加え，機器に関する説
明動画及び動作映像も閲覧可能とした。 
 今後，データベースのコンテンツであるデ
ジタルアーカイブデータとそれらに関連し
たメタデータのさらなる追加を行い，データ
ベースを拡充していくことで，より広い研究
領域で活用されるデータベースへの発展が
期待される。また，機器の説明動画及び動作
映像の閲覧はごく一部の機器に限られてい
るため，今後増やしていく必要がある。加え
て，閲覧や検索方法，さらには情報の提示方
法の改善により，研究者にとどまらない，広
く世間一般の人々が実験心理学に興味を持
つことが可能となるような webミュージアム
への展開が期待される。 
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図３  実験心理学ミュージアム ホームページ 

トップページ（上段）、アイテムリスト（中段）、

アイテムのメタデータ一覧（下段） 
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